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海外学術情報（立正大学）

〔書評と紹介〕

原 質

　前回に引き続いて近年外国で出版これ，葺蒼の

許に送られて来た研究書の中から，主要と思われ

るものを以下に紹介する。前回同様この機会を与

えられた立正大学教授久留宮円秀博士に深甚なる

謝意を表する。今回はKleine　Schriftenの類と

してK・R・Norman，　L．　A．　Schwarzschild（Her－

cus），　M．B．　Emeneauのもの三篇，記念論集と

してCh・Vaudev｛llc女史のもの，論文集として

Mantra及び．叙事詩の『道徳的相剋」（Moral　Di－

lemmas）の二篇を紹介する。前回に比し，論述が

部分的にやや詳細となったのを遺憾とナる，

［1）Cettected　Pαper8，、’olume　ll　and　Volumc

III，　K．　R．　Norrnan，　publlshed　by　thc　Pah　Text

Society，　Oxford　1991　and　1992．

　前巻1こ引き続き，　Pali，　Prakrit研究1こプこきな

貢献を為し，昨年7月ケン．ブリッジ大学を退官し

たK・R・Normanの論文が纏められて単行本の

形で出版された。その第二巻ば1977年．より1983年

の間に発表された論文22篇（3］－502），第三巻は1983

－ 1988の問のそれら25篇（53－77）（但し，実際1こは

22篇）が集められている。ただ，前回もそうであ

ったが，この論文集の特政は以前に出版されたも

のをただ［底こ．集めて出版するのではなく，すべて

活字を組み直して全巻に統一を保っている点にあ

る。従って，初出論文を写真に撮って集録した多

くのこの種の企画が，それぞれの論文の初出雑誌

の体裁，規格によって大小まちまちであるのとは

異なって，K・RNormanのこの論文集は全巻同

一の体裁を保ち，通しページが上方にふられてい

る。ただ，組み換えによって当然生ずべき初出原

著のページ数との異同は原著へ一ジ数を鋭角括弧

によって各論文の中に示す事によって解決されて

いる。従って原著を参照し，又それより引用しよ

うとする者はこの鋭角括弧のページ数によればよ

いように特別の配慮がなされている。のみならず，

注はすべて今回判注となった。配列の順序は総て

発表の年代を追っているから，分野別にはなって

いない。この種の配列には長所もあって著者の関

心の歴史的推移を知る手掛かりともなるが，他面

彼は記念論文集執筆の際に献呈さるべさ学者の専

門，関心に合わせて執筆しているから，必ずしも

そうとも限らない。両書とも巻末には語彙労1引か

添付’されて利用者の便に供している。

　第二巻はMiddle　Indo－Aryan　Studiesの題名

を冠するもの3篇（33，40．・11）の他，i；iif育王碑文

1こ関するもの3篇（35，50，52），ジャイナ教に関

するもの1篇を除いて仏典，仏教の概念に関する

ものが多い。その中でもThe　Language　in　which

thc　Buddha　taught↓38，，The　Dialccts　in　whicl）

the　Buddha　preached‘：・12パよ仏陀の言語に！511す

るが，仏教におけるこ我」の問題（Atta　ill　thc

AlagaddUpama－sutta）（48），一二 神」の問題（Thc
Buddha’s　view　of　devas）　（31），　（Devas　and

Adhidevas　in　Buddhism）（4・1），二四聖諦」（Thc

four　noble　truths）　（49），　『］虫覚』　　（Pratyeka－

Buddha　in　Buddhism　and　Jainisn〕）｛51▲を扱

ったものは広く仏教学者の興味をひくところであ

ろう。他1こVessantara－jataka（45），　Dhamma－

pada　C16ノの語学的問題を加したものがあ｝」　．一

　第三巻は他の巻に於けると異なり，題名のみ出

して実際には論文を載せて］、t｝ない例が三つある

（not　included）．，それらご59，69，77で，この中

には1986年来日時：こ講演したもの2篇が含まれて

いる。恐らく内容の通俗性の故に削除したもので

あろう、．阿育王碑文関係5篇（64，67，70，75，

76），1’ali語彙研究3篇↓Pali　Lexicographical

Studies）（60，66，7・り，　Uttaradhyayana－suttaしに

闘するもの2篇（53，73），又これまでJOIに執

箪していた　Middle　Indo－Aryan　studicsは1篇

のみ（XVI）（5－1）となっている。概してPali研

究が増加していて，Metreに関するもの（57），

外連声に関するもの（71），｛呈襲の同義語としての

sabbato－pabha　↓An　cpithct　of　Nibbaりa）　（68）

転輪聖上の九宝（55）に関する研究・つ他，PTSの

活動（62），Pah語の翻訳間口58），印欧語1．こ於

：テる位置（72），Pali伝承の価値（56）Pali注釈

家，文典家の上座品伝承に及ぼした影響（61）等が

める。
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（2）Co〃ecεed　articles　of　L．　A．　ScJtωαrzschild

on　Indo－A　rUttR　1953－1979，　compiled　by

Royce　Wiles，　Faculty　of　Asian　Studies　Mono－

graphs　l　New　Series　No．17，　Faculty　of　Asian

Studies，　Australian　National　University　l991．

pp．　xii十223．

　Oxfordの碩学Thomas　Burrowの高弟として

若くして令名を馳せていたLA・Schwarzschild

の中期イソド・アリアン語に関する研究26篇が一

書となって上梓された。同女史は物理学者Hercus

（故人）と結婚してナーストラリアに移り，1973年

以来久しくキャンベラの豪州国立大学において

J．w．　de　Jongの主宰する　South　Asian　and

Buddhist　S七udies学科で教鞭を執っていたが，

1991年停年退官した。退官を機に同女史の若き日

の専門分野Prakrit語研究の優れた論文を同僚，

友人，門弟集って一書となしたことは女史の学徳

の致す所であるが，諸種の学術雑誌，記念論集に

散在していた有名な論文が一書に纏められた事は

今後この方面の研究者に便宜を供する事測り知れ

ない。因みに同女史は豪州移住後，原住民（Abo－

rigines）の言語に少なからぬ関心を示し，この分

野ではLA．　Hercusの名の下に数多くの論文，

著書を著して多大の貢献をなした。彼地にあって

同女史はこの分野の指導的地位に在り，むしろそ

の方面の専門家として有名である。退官を記念し

て原住民言語の研究者が集い，別途記念論文集を

用意していると聞く。

　本書はK．R．　Normanの序文に始まり，同女

史が1951年より1985年に亘って中期インド・アリ

アン語に関して発表した研究，書評等約70点を列

挙した著述目録の後，本文に入る。巻末は二つの

索引，Grammatical　Index（Colin　Mayrhofer），

と　Index　of　Old，　Middle　and　New　Indo－Aτyan

Words（Royce　Wiles）によって締め括られてい

る。

　26の論文は広く中期インド・アリアン語の音韻

論，形態論，構文論の諸相を扱っている。先ず音

韻論（Phonology）に関しては特殊な音変化（23），

子音同の母音交替現象（18），語頭反転音（24）があ

り，形態論（Morphology）に関するものとして中

性複数語尾（26），女性名詞曲用（6），処格形（25）

が挙げられるが，中でもPrakritの構文論（syn－

tax）に関するものが目を惹く。それらの中には未

来時制（1），命令法（20），絶対法（5），不定法（3），

序数詞（17），疑問詞（22），接続詞（21），副詞（4，8），

所有形容詞（2），後置詞（12），前接辞vo－（19），不

転詞je（14），過去分詞（9）等を数え得るが，『全』

を示す語，『突然」を示す語を論じる2篇（13，15），

特殊語彙ghummira，　gholira（16），　thakka（9）

を論じるもの，Hindi語nahln（11）の歴史を論

じるもの等がある。

　周知の通りPrakrit研究者にはR・Pischell，

J．Bloch，　F．　Edgerton，　Th・Burrow等類稀な言

語学者を数えるが，L・A・Schwarzschildはその

伝統の上に立って，その重要な問題の幾つかを明

快に論じた。その守備範囲は印欧語よりヴェーダ

語，サンスクリット語を通して近代インド・アリ

アン語に及んでいるから，本書はPτakrit研究

者のみならず，現代インド語研究者にも有益であ

る。更にその所論は広く言語史一般に興味を有す

る者にも啓発する所少なくないであろう。

6）sαnskrit　Studies　o／Jf．　B．　EMeneaU，

Setected　Pαpers，　edited　by　B．　A．　van　Nooten，

Occasional　Paper　Series　13，　Center　for　South

and　Southeast　Asia　Sudies，　University　of　Ca1－

ifornia，　Berkeley　1988　ix　pp．1＿213．

　Sanskrit語学文学，さらに広くはインド研究老

が何らかの形で座右の書として参照してきたA

Union　List　of　Printed　Texts　and　Translations

in　American　Libraries　（American　Oriental

Series　71935，　Kraus　Rcprint　1967）の著者とし

て知られ，又戦後はドラヴィダ研究に従事して

Th．　Burrow　と共に　Dravidian　Etymological

Dictionary（Oxford，］961，1984）の金字塔を築

いた現在北米最長老の碩学として仰がれるM・B・

Emeneau博士の梵語に関する珠玉の論文22篇と

書評2篇（Tri＄a＄tigalakapuru，9acaritra　by　He－

macandra　vol．　V，　books　VIII　and　IX，　vol．　VI，

book　X　translated　by　Helen　lL　Johnson，　M．

Mayrhofer，　Kurzgefasstes　etymologisches　W6－

rterbuch　des　Altindischen）が一書となって公刊

された。全巻同一の体裁を具え，著者自ら選び，

増補し且つ校正したこの論文集は碩学の自信の傑

作ばかりで，永くその※績を記念するものである。

二部に分かれ一は文学・文献学（literary　and

philological），二は言語学（linguistic）を中心と

し，巻末は三種の索引に締め括られ本書の利用価

値を高めている。この企画を推進した編者van

Nooten博士に深甚の謝意を表するにやぶさかで

ないが，後学の者はF・Edgertonの高弟として
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学界に偉大な足跡を残したM．B・Emeneau博士

の全作品の再刊を願わずにおれない。

　第一部は13の論文を集めている。所謂realia

関係のもの（sinduvEra　tree，　strangling　figs，

cornposite　bow，　signed　verses，　naga－paSa，　etc．，

valkala）と梵文学の特定句の文献学的研究を中心

とする。例えば（1）と（2）は広く梵文原典から

sinduv註ra，　§ephalika，　aSvattha　（nyagrodha）

への言及を可能な限り蒐集して植物を比定したも

のであり，（4）はイソドに弓（dhanus，　capa）が

何時，何処から伝えられ，それがいかなる構造を

有していたか，dhanus（SB．5．3．1．11，　Jataka

181，522etc・），　9arfiga，　Sarthgin〔fromきrnga角）

の出典箇所を精査し，Bharhut，　Sanchi，　Ajanta

の彫刻をも考証している。c’5｝Signed　verseと

は詩人が自作の詩の中に自分の名前を歌い込んで

いるものを言い，梵文学に在って必ずしも．稀でな

いが，それらの幾つかが論じられ，，BaDaのCarp－

diSataka　24，30を新たにそれと断定する。（7）

nEga－p酪a，　naga－bandhaは敵人の足に絡ませる

神秘的武器（MBh・and　Hemacandra），建築学

の術語，詩学（citra－bandha）に亘り，この語の

用例を検討したものである。ともに語彙研究がい

かに在るべきかを教える典型的な論文と称しうる。

（8）はK亘lidasaのSakuntalaが叙事詩に拠っ

ていることを証明したもの，この他Naisadha－

carita関連2篇（3，6）がある。（1］）Bhagavad－

gita　notesは恐らくはR．　K．　Sharmaの学位論

：文　Elernents　of　Poetry　in　the　Mah註bh5ra七a

（1964）の指導線上に位する．と思われ，ギーター第

6巻の文体論的研究である．Kavyaとご異なる

Epicのstyleをchiasmus，　concatenation，　re－

Petition（esP・atmalUの視点よil分析し，所謂

formulaの原型を想定している。他にmadhya－

sthaとudasina　（remote　neutral）の相違，3．41

のprajahihy（ha－），prajahi　hy（han－）の分解

可能性を示唆している。（12）Central　Asiatic

versions　of　the　VetalapaficaviniSatiは碩学の

若き日の学位論文Jambhaladatta’s　versi。n　of

the　VetalapaficavirpSati　1934の線上に位するも

の，仏教徒の伝えた中央アジア，カルムイク語そ

の他に見える屍鬼25話序論部の研究で，「変身腕

くらべ』の物語が論じられている。（13）Was

there　cross－cousin　marriage　among　the　SE－

kyas》は仏陀と提婆の所謂cross－cousinの関係

（Sakya　and　Koliya）を論じたもので，関係文献
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を検討し，それら全てが南インド，シンハラの伝え

る後期のものである事を確認、してA．M．　Hocart

の説を斥けている。

　第二部『言語学』は『古イソド・アリヤン語の

方言』に始まり，da垣a，　doga，　dhosaka，　tara－

vata，　damana，　kudmala及び固有名詞Sayaoa

（svamin＋anna）の語源，擬声音，　bhoginの語の

意味の変遷，それに梵語構文論上の有名な論文，

kila，　khalu，　nUnamが収録されている。博士の

語源研究を特徴づけているものはヴェーダ文献，

叙事詩，欽定詩，叙情詩にわたる広汎なインド・

アリアン語の学識を背景にドラヴィダ語の該博な

知識を駆使しての所論で，余人の追随を許さぬも

のがある。彼がM・Mayrhoferの語源辞書を長

文にわたって書評しているのはこの見識と自信に

拠っている。

（1）Devotion　I）ivine，　Bhαkti　tradition8　from

the　regions　of　lndiα，　Studie8諏Honour　o’

Chartotte　Vαudeville，　edited　by　Diana　L．

Eck　and　Frangoise　Mallison，　Groningen　Orie－

ntal　S　tudies　VIII，　Egbert　Forsten／Groningen，

Ecole　frangaise　d’Extreme－orient，　Paris　1991．

PP．　xvii＋298．

　Kabirの研究者として高名なこの学者のため

に14人の研究分野を同じくする同僚，友人が論文

を献呈している。二人の編者の序文に始まり，1949

年以来の同女史の著述目録掲載の後本文に入り，

巻末はmページ余りの索引によって締め括られて

いる。Hans　Bakker，　Peter　Gaeffke，　F．　Hardy，

R・S．McGregor等梵語梵文学研究者に親しい名

前も見えるが，公平等分に紹介する事は筆者の能

力を超えるから，以下に日次のみ列挙するに留め
る。

Ali　S．　Asani：The　Ginan　Literature　of　the

　Ismailis　of　Indo－Pakistan．

Hans　Bakker：The　Footprints　of　the　Lord．

H．C．　Bhayani　and　Hasu　Yagnik：KrS口a　in

　the　Gujarati　Folk－song　Tradition．

Diana　L．　Eck：Following　R五ma，　worshipping

　§iva，

Alan　W．　Entwistle：The　Cult　of　Krishna－Gopal

　as　a　Version　of　PastoraL

Anne　Feldhaus：Paithap　and　the　N　agas．

Peter　Gaeffke：Mus正im　Marriage　Rites　in　the

　l7th　and　the　19th　Century．
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Friehelm　Hardy，：Tirup　P麺一Alvar，　The　unt－

　ouchable　who　rode　Piggy－back　on　the　Bra－

　hmin．

John　stratton　Hawley：Feast　for　Mo皿t　Go．

　vardhan．

R．S．　McGregor：An　Early　Hindi（Brajbh註＄a）

　Version　of　the　Rama　Story．

Frangoise　Mallison：Lorsque　Rapachodar註ya

　quitte　Dwarkapour　Dakor．

Fr6d6rique　Apffel　Marglin　and　Purna　Chandτa

　Mishra　l　Death　and　Regeneration：Brahmin

　and　Non－Brahmin　Narratives．

Gunther　D．　Sontheilner：Bhakti　in　the　Khan－

　dob厄　Cult．

Monika　Thie1－Horstmann：On　the　Dual　Iden．

　tity　of　N亘9註S．

S．G．　Tulpule：The　Dog　as　a　Symbol　of　Bhakti．

（5）Understanding　Mαntrαs，　Harvey　P．Alper，

Editor，　Suny　Series　of　Religious　Studies，　State

University　of　New　York　Press，　Albany　1989，

pp．1－530．

　漢訳仏典で『真言」と訳されて本邦に親しく、

またイソドの宗教史に重要な役割を演じたマント

ラに関してはこれまでJ．Gondaの論文（The
Indian　Mantエa，　Oriens　16，　pp．244＿97，1963）

が唯一の纏まった研究であった。それは古くヴェ

ー ダに淵源するが，その最も重要な発展はタント

ラ文献に見られる。

　インド学の諸分野に．於いて戦後最も顕著な発展

を遂げたものにタソトラ研究がある。戦前にはわ

ずかにsir　John　George　woodroffeの発表した

ものがあるのみで，　しかも彼はArthur　Avalon

という匿名に於いて出版している。それ．は多分に

内容の秘義と実践の卑俗性によっていた。戦後，

情報は多くなり，現地調査も飛躍的に進んでタン

トラ研究は面目を一新した。なかんずく1960年代，

J．Filliozatがポンヂシェリにフランス印度学研

究所を設立するに及んで，タソトラ研究はさらに

学問的基盤を得た。優れ．た概説書も既に二つ公刊

されている　（s．Gupta，　D．　J．　Hoens，　T．　Goudr－

iaan，　Hindu　Tantrism，　Handbuch　der　Orient－

alistik，　Leiden　1979，　T．　Goudriaan　and　S．　Gu一

7

pta．，　Hindu　Tantric　and　S互kta　Literature，　A

History　of　Indian　Literature，　Wiesbaden　1981）。

この時期に先年物故したHarvey　P．　Alpterは

10人の学老を糾合してタントラに特徴的なマント

ラに関して500ページを越す大著を世に送った。

執筆老の中には戦後のタントラ研究を推進した立

役者A．Padoux，　G．　Oberhammer，　S・Gupta，

それにプラーナ研究の権威L・Rocherが含まれ，

本書の権威をいやが上にも高めているc

（1）E．B．　Findly，　t「Mantra　Kavi－Sastr　”：vント

ラ（Formel）に特殊な力あ｝〕と信じられる所以は

それが真実（satya，　Tta）に裏打ちされ，　amati

を極度に嫌う真剣な詩人（Kavi）の心（hTd）の発

露である故である。著者はなかんずくBrahman

の概念との関連に於いてヴニーダのマントラを論

じているe

（2）F・Staa1，“Vcdic　Mant「as”：マントラの有意

義性については古く　Nirukta　1．151こ　Kautsa

の説が紹介され，Ilimarpsa－sOtra　1．2．31－39に

も言及される所であるが，Staalは有意義性の濃

淡6のマントラを順次例示してそれらを解説しつ

つ，マントラの性格を論ずる。無意義の極に位す

るStobha，　bijaの類に言語以前の人間の営みの

跡を見ようとする．

〔3）XV．T．　Wheelock，’‘The　Mantra　in　Vedic　and

Tantric　Ritua1”：ヴェーダの祭式とタントラの

儀軌にみえるマントラにょる聖別，聖化，．神人交

流の実態を，前者に新満月祭，後者にヒンヅウ教

のnitya　pajaの例を取って，両者を比較し，両

者の間の異同，連続と相違の問題を論ずる。

（．1）K．G．　Zysk，“Mantra　in　Ayurveda”：イン

ドの医学にはAtharvavedaの1兄術に由来する宗

教的，魔法的なものと，経験的，科学的なものの

二系統がある。マントラは前者，Ayurvedaは後

者に属するが，後者の中に前者の要素がどの程度

残っているか，腫れ物，毒消し，．発狂，発熱等に

わたって検討するc

（5）John　Taber　’t　Are　Mantras　speech　Act｝

The　Mimarpsa　Point　of　view”lJohn　R．　searle

のSpeech　Acts理論に基いてMimtirpsEのマン

トラ観を解析する，ここにマントラの有意義性を

擁護するMimalnsakaの主張が紹介，分析され

るのみならず，彼らのi；語観察に現代的意味を見

ようとする。

（6＞H．Coward，‘’　The　Meaning　and　Power　of

Mantras　in　BhartThari’s　Vakyapadiya”：言語

哲学の書に於いてマントラがいかに考えられてい

たかを考究する。Bhartτhariによれば，マント

ラは本来有意義であり，無知を払い，真理をあき
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らめ，解脱を可能ならしめる力を蔵するものと考

えられていた。Sabda－brahman，言語の三段階，

さらにYoga－sUtra及びbha§ya（1．24－29，42）

との関連がこの間に論じられる。

（7）L．Rocher，　tt　Mantras　ill　the　Sival）ur註rPa’t：

7Sarphitaより成るSivapur帥aの中よリマン
トラ関係箇所を網羅して精査し，その性格特徴を

論じた極めて手堅い文献学的研究成果である。

prarPava分析，　Siva－mantraの効用（変成男子，

階級特進等）を論じた後，ヴェーダ起源のマント

ラ約20を紹介して，タントラ系bija－mantraの

類が寧ろ従属的である事，ヴニーダ起源のものの

中でもYajurveda系統のものか顕著であると結
：：rL▼L

　－，

tinaヲ　ζ）o

C8）　G．　Oberhammer，　tt　The　Use　of　Mantra　in

Yogic　Meditation：The　Testimony　of　the　Pa－

Supata　”：P謎upata典籍に見える二種の瞑想，即

ち低次のそれ（dhyana）と高次のそれ（dharan助

を可能ならしめるマントラ，Nl］ちaghora［3］と

tatpuru§a［4］，及びorp，　prapavaを検討し，後

者に超越者（神）の神秘的現前，神人の感応同交，

更に神による人同の救済即ち解脱を可能ならしめ

るものとしている。

（g）S・Gupta，’［The　Partcaratra　Attitude　to　Man－

tra”ニヴィシヌ教の一派，ハンチャラートラの

宇宙創造説，vyitha論，言葉の四段階を絡め，極

めて広汎な知識を背景にこの派の特徴（conserx’a－

tism　and　devotionalism，　prapattiノ　を‘論じ，て

の中にマントラを位置づける。マントラは神の本

質をあきらめ，その恩寵を保証しつつ，信老と神

を糸占びf寸けた。　宇中は1献身　（prapatti，　upasana）づー

る信者を救う為に彼の音声的顕現を創造したとす

る。

！l⑬　H．P．　Alper，“The　Cosmos　as　Siva’s　Lang．

uage－Game”；ヵシ＝ミール　シヴァ教の集大成

者KsemarajaのSivas亘travimar§ipiに見える

マントラを研究しつっ，LWittgenstein，　J．Hui－

zinga等，近代西洋の哲学者，社会人類学者の視

点を入れて解釈し，その現代的意味を考察する。

　巻末はA・Padouxの結論とH・P’Alperの文

献U録によって締め括られている。Kashmiri

Saivismの権威A．　Padoux　lよ上述10人の学者の

所論を概観しながら，マントラの本質を説さ，間

題点を明らかにし，今後に残された問題を整理し

て提示している。　当代屈指のHinduiSm研究者

の説く所は傾聴1：値し，マントラ研究の現状と将
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来の展望を知るに最高の指針を提供している。囚

みに彼の功績を記念してUtrechtのT．　Goudri－

aanは記念論文集を企画し，近時同じSUNYよ

；）出版された。今一つはAWorking　Bibliogra－

phy　for　the　Study　of　Mantra　と題してその㍑

約120ページに達している（PP．327－443）。インド

思想史，宗教史にわたって重要分野を設定し，そ

の許に研究史を網羅しようとしたこの試みは上の

Padouxの論考と共に，本書の圧巻でマントラ研

究に極めて重要な貞献と称し得る。巻末はBib－

hography（444－530）となっているが，　mantraと

親近関係にあるstotraに関するものが欠如し
（例えlt’，　Hoykaas，　Stuti　and　Stαva，　BUhnem－

ann，　Rcl」・narahfidstotra）ているのは遺憾である。

また仏教のマントラについては本書に殆ど触れる

所がない。又，巻末に主要語彙の索引が添付され

ていれば，更に本書の利川価値を高めたと思われ

る。

　しかしながら，本書は最も纏まった最新のマン

トラ研究の大冊である事に疑いをいれず，今後い

やしくもマントラを口にする者は本書を無視して

通過する事は出来ない。又各論文はそれぞれヒン

ズー教個別研究に有益な視点を提供している。

、ら｝Morαl　Dilemmas輌n　the　Mahab｝tdrαta，

editcd　by　B．　K．　Matilal，　Indian　Institute　of

Advanced　Study，　Shimla，　in　association　with

Matilal　Banarsidass，　Deihi　Varanasi，　Patna，

1989，pp．　xiv，1－156．

　Bhagavadgitaの冒頭1こ語られるアルジニナ工

子の煩悶　武土が親族を殺してまで戦いに勝利す

べきか一に象徴される道徳的相克（moral　dilein－

mas）に類するものを，先年物故したOxf。rdの

B・K．Matila1が12人のインド人学者を糾合して

叙事詩より集め一書に纏めた。インドには古くヴ

ェーダの天則rtaの系統を引く宇宙的，全人類的

dharma（sanatana－dharma，　sadhararpa－dharrna

、不殺生その他一）とvarrpa－aSramaその他社会制

度の変化，複雑化と共に発達した個別のdhaエma

（kula－dharma，　raja－dharma，　k＄atra－dharma，

apad－dharma等）があり，両者は時に相矛盾し，

相克する。當識的にも！！；鹿「正直この悪，「嘘も方

便』の効用は経験の事実で，dharmaが時と所に

応じて融通性を帯びる事が知られ，それほdhar－

ma－suksmatvaの概念となる。13の論文は種々

様々で，必ずしも総てがMoral　Dilemmasの間



18 法華文化研究（第19号）

題を扱っているとは称し難く，中には哲学的随想

の域を出ないものもないではないが，問題の提起

は極めて新鮮かつ有益であると称し得る。以下に

簡単に内容を紹介し問題点を明らかにするであろ

う。

〔1）Arjunaは神秘の愛弓Gapdivaを非難する者

に対して必殺の誓いを立てていたが，非難者は図

らずも兄YudhiSthiraとなった（MBh．8．49）。

彼は敢えて誓いを破り，兄の命を尊しとした。有

名なKauSika仙の物語もここに紹介されている

↓B．K．　Matilal）。

（21Duτyodhanaの　KTsrpa批判，　Gandhariの

Bhimasena批判を中心：こ武上道に惇って勝利を

収めた実例（kata－yuddha）を挙げ，戦勝の矛盾，

相剋を論ずる（T．S．　Rukmani），

1：！）数有る叙事詩の英雄の中から，終始道徳的に高

潔であった武士（Bhi＄ma，　Karna）と好計を事と

して悔いない者（1’ITsrpa）の両極に位する者達の素

描が試みられている（S・P・Dubey）。

（D叙事詩の道徳的相剋の問題を最も簡単に手際よ

くまとめあげている　（K．K．　Raja〕c

向叔事詩が百科全書の性格を帯び，法典，実利論，

性典，解脱論書と自らを称しているから，その中

に矛盾を蔵するのは当然の勢いであった。所謂

Trivargaの優劣を論じつつ，叙事詩内のそれら

の間の矛盾，相剋を明らかにする（Y・Krishan）。

（6）　paodava五王子のDraupadiとの結婚に見え

る一妻多夫制はKaurava，　Partcalaには認めら

れぬ制度であった。その相剋を明示して一妻多夫

制を許容したPandava一族がヒマラヤ出身であ

ると推測する（A．NJani）。

（7）五王子と百王子の間に立って，仲裁，大使の役

Uを帯びながら，Krsnaが果たして戦争回避の

意図を有していたか否か，叙事詩第五巻を中心に

論ずる（Amiya　Dev）。

凶Vicit「aviryaの二人の寡婦（Ambik5，　Amba－

rika）を姑Satyavatiが無理矢理Vyasaに嫁か
せて，三人の男子（DhTtaraStra，　PaPdu，　Vidura）

を得る，所謂niyogaの制度が社会通念上果たし

て真に許されていたものか否かを論ずる（S．Kan－

tawala）。

（9）一⑪既述のBhagavadgita冒頭の問題を扱う

（P．D．　Santina，　S．P．　Kashap，　M．　M．　Agrawal）。

〈10　MBh・1・L　78に見える勝者Arjuna　と敗者

（Jayadratha）の妻（Duhsala）との対面を描いて，

戦争の悲哀を物語る（E．R．　Sreekrishna　Sarma）。

（）（b　MBh．2に提起されるDraupadiの質問，即ち

賭に白分自身を賭けて敗れた夫Yudl・is↓hi「aが，

既に自由を久った奴隷の身分でち：）ながら妻Dr－

aupadiを賭けた：1‘の有効性が間われる。Bhisma，

Vidura，　Vikarnaのそれぞれの・L”1場からの意見が

紹介されている（S．M．　Kurkami）。

　既1こ述べた様に，13の，論文総てがMoral　Di［c－

mmasの問題を扱ったとは称し難（，出典引川も

杜撰かつ不正確なもの：1　f；，るが（例えばP．12に

紹介される狩人Balakaの物語［MBh・8・94］で

彼をSabda－vcdhin［CL　R．2．57．8ユのように取

るのは誤り。MBh．8．49．36　dの9ノ’γのtα一cakSttS

は盲Uのものが，嗅覚を川いて目的物を］ヨミリ当て

る様を言い，それはBalakaより㍑彼に殺された

怪物を指している），編者B．　K．Matilalのll；jX［1

の提起は斬新で，占代でンドの叙事詩の英雄達の

内心の煩悶，苫悩の実態を描き出す事に成功して

いる。


